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議長の塚野さん（JP労組）

新潟駅前で春闘開始宣言

新潟県労働委員会櫻井会長から
講演していただきました

春季生活闘争勝利へ向けて団結ガンバロー

行政・経済団体との共同宣言式

あいさつする田口労働条件委員長

連 合 新 潟
ホームページ

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
チャンネル登録も

お願いします！

(1) 第396号 2024年２月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

２月の主な活動
	 1日	第73回地方委員会

	5日	第2回労働条件委員会

	6～7日　全国一斉労働相談　
　　　　　　　ホットライン

	14日	化学・資源エネルギー　
　　　　　　　部門連絡会

	20日	第4回四役会議

	26日	新潟県中央メーデー　　
　　　　　第2回実行委員会

	27日	第4回執行委員会

	29日	2024春季生活闘争　　
　　　新潟県中央総決起集会

各地協・支部 春季生活闘争総決起集会日程
地協・支部 日　　時 会　　　場

下 越 ３月６日㈬
時間調整中

新発田市
生涯学習センター

新潟・県中央 2月29日㈭
18：30 新潟市音楽文化会館

佐 渡 3月15日㈮
18：30 金井コミュニティセンター

県 央 ３月13日㈬
18：00

リサーチコアマルチ
メディアホール

中 越 ３月６日㈬
18：00 長岡市立劇場 小ホール

（見　附） 調整中

（南魚沼） 調整中

（北魚沼） 調整中

（小千谷） 調整中

（十日町） 調整中

柏 崎 ３月７日㈭
18：30

柏崎文化会館
アルフォーレ マルチホール

上 越 ３月６日㈬
18：30 リージョンプラザ上越

（糸魚川） 3月13日㈬
18：30 ビーチホールまがたま

賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
を

　

12
月
27
日
、
新
潟
県
庁
で

「
適
正
な
価
格
転
嫁
の
促
進
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
共
同
宣
言
式
」
が
行
わ
れ
、

労
働
界
か
ら
連
合
新
潟
の
小
林

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
が
行
わ
れ
た
目
的

は
、
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
分

を
十
分
に
価
格
転
嫁
で
き
て
い

な
い
状
況
を
ふ
ま
え
、
県
内
企

業
が
賃
上
げ
原
資
を
は
じ
め
と

し
た
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格

転
嫁
で
き
る
機
運
の
醸
成
を
は

か
り
、
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
宣
言
式
で
は
小
林
会
長

が
、
連
合
の
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
の
取
り
組
み
方
針
を
は

じ
め
、
賃
上
げ
の
成
果
を
県
内

す
べ
て
の
働
く
仲
間
に
波
及
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
労
務
費
を
含
め

た
適
正
な
価
格
転
嫁
を
お
願
い

し
た
い
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
に
公
正
取
引
委
員
会
が

公
表
し
た
価
格
転
嫁
円
滑
化
の

取
り
組
み
に
関
す
る
特
別
調
査

結
果
で
は
、
価
格
転
嫁
の
必
要

性
に
つ
い
て
明
示
的
に
協
議
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
発
注

者
に
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

2024春季生活闘争
新潟県中央総決起集会

2024春季生活闘争
中小・地場総決起集会

日時　２月29日（木）18：30～
会場　新潟市音楽文化会館

日時　３月30日（土）13：30～
会場　長岡市・ＮＣホール

経済も賃金も物価も
�安定的に上昇する経済社会へ

2024春季生活闘争方針を確認
　

２
月
１
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
第
73
回
地
方
員
会
を

開
催
し
、
１
０
６
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
小
林
会
長
は

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
の
連
合
新
潟
組
合
員
の
被
害

状
況
報
告
と
今
後
の
対
応
を
説

明
し
、「
春
季
生
活
闘
争
の
取

り
組
み
」
と
、
連
合
新
潟
の
継

続
課
題
で
あ
る
「
組
織
拡
大
」、

そ
し
て
「
政
治
課
題
」
に
触
れ

て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

会
長
挨
拶
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

『
連
合
新
潟
Ｔ
Ｖ
』
で
視
聴
で

き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

審
議
事
項
で

は
、「
２
０
２

４
春
季
生
活
闘

争
方
針
」
が
確

認
さ
れ
、
今
後

は
「
定
昇
相
当

分
を
含
め
５
％

以
上
の
賃
金
引

上
げ
」「
す
べ

て
の
労
働
者
の

立
場
に
た
っ
た

働
き
方
の
改

善
」「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
多

様
性
の
推
進
」

に
む
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
べ
て
の
加
盟
組
合
が
要

求
書
を
提
出
し
、
物
価
高
に
負

け
な
い
賃
上
げ
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
他
に
「
連
合
新

潟
表
彰
規
定
の
改
定
」「
年
間

主
要
活
動
日
程
」
に
つ
い
て
も

審
議
・
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
終
了
後
の
学
習

会
で
は
「
労
働
委
員
会
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
潟
県
労

働
委
員
会
・
櫻
井
英
喜
会
長
か

ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
組
合

役
員
も
意
外
と
知
ら
な
い
労
働

委
員
会
の
役
割
と
、
労
使
交
渉

が
行
き
詰
ま
っ
た
時
の
あ
っ
せ

ん
や
調
停
制
度
の
利
用
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
潟
駅
前
に
場
所

を
移
し
、
新
潟
地
協
の
協
力
の

も
と
、「
春
季
生
活
闘
争
開
始

宣
言
」
街
宣
行
動
を
実
施
。
参

加
の
副
会
長
が
、
今
年
の
賃
上

げ
の
重
要
性
に
加
え
、
連
合
の

取
り
組
み
や
産
業
の
課
題
・
取

り
組
み
な
ど
を
訴
え
、
通
行
す

る
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

今
地
方
委
員
会
で
は
「
能
登

半
島
地
震
救
援
カ
ン
パ
」
を
実

施
し
た
ほ
か
、
働
く
人
が
主
役

と
な
り
、
多
様
な
働
く
人
々
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
行
動
を
起

こ
す
「
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
い
が
た
の
協
力
で
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
し
た
。

（food

（
食
べ
物
）＋drive

（
運

動
）で
食
べ
物
を
集
め
る
運
動
。）

　

多
く
の
方
に
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
連
合
新
潟
で
は
今

後
も
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
計
画

い
た
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第２回
労働条件委員会

を開催

　

２
月
５
日
、
勤
労
福
祉
会
館

で
第
２
回
労
働
条
件
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
労
働
条
件
委
員
会
で

は
、
各
構
成
組
織
に
お
け
る
春

季
生
活
闘
争
の
要
求
内
容
に
関

す
る
意
見
交
換
や
、
今
後
実
施

予
定
の
各
団
体
と
の
懇
談
に
用

い
る
要
請
書
に
つ
い
て
論
議
し

ま
し
た
。

　

前
年
を
上
回
る
賃
上
げ
が
実

現
で
き
る
の
か
、
労
務
費
を
含

め
た
価
格
転
嫁
が
適
切
に
は
か

ら
れ
る
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
格
差

が
是
正
で
き
る
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
で
注
目
の
高
い

春
季
生
活
闘
争
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
先
の
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
た
め
に
も
、
働
く
仲
間
の

総
力
を
結
集
し
、
真
摯
な
交
渉

に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
賃
上
げ
。
ス
テ
ー

ジ
を
変
え
よ
う
！

　

今
後
、
新
潟
労
働
局
や
経
営

団
体
へ
要
請
を
行
い
、
懇
談
を

通
じ
て
、
前
年
を
上
回
る
賃
上

げ
と
労
働
条
件
の
改
善
が
は
か

れ
る
よ
う
、
機
運
醸
成
と
環
境

整
備
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
労
働
組
合
で
順
次
要
求
が

提
出
さ
れ
、
本
格
的
に
春
季
生

活
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

能登半島地震救済カンパは



電話:025（280）5218
新潟県福祉保健部子ども家庭課

新潟ろうきん 検 索

新潟県労働金庫

もれ
なく

〈ろうきん〉で
を

ご契約いただいた方に！

プレゼント

「ポルコ ポルタ ポッチの
ひみつのちょきんばこ」を

〈ろうきん〉で「新潟県こむすび定期」を
おつくりいただけます

お金の大切さを考える絵本

金利や絵本に関するお問い合わせ対象者や手続き方法に関するお問い合わせ

「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」「新潟県こむすび定期」新 潟 県

連　　　合　　　新　　　潟

下越地協青年女性委員会による街宣行動

65%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実感していない

実感している

2024年２月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第396号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

　

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
を
買
っ
た
。
ス
マ

ホ
を
持
た
ず
席
を
立

っ
て
も
着
信
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
の
で
、

仕
事
に
役
立
つ
と
考

え
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
、
思

い
の
ほ
か
便
利
だ
。
本
人
が
寝
て

い
る
間
も
活
動
し
て
、
心
拍
数
や

呼
吸
数
の
値
な
ど
か
ら
、
睡
眠
の

質
を
ス
コ
ア
で
示
し
て
く
れ
る
。

（
飲
酒
量
が
多
い
日
は
や
っ
ぱ
り

ス
コ
ア
も
悪
い
…
）

　

労
働
時
間
の
管
理
は
、
法
律
の

と
お
り
当
然
の
こ
と
だ
が
、
自
分

の
カ
ラ
ダ
の
た
め
、
睡
眠
時
間
の

管
理
も
大
切
に
し
よ
う
。�

（
Ｋ
）

昨年12月～１月ホームページアンケート結果発表
質問：「新潟県内での『医師不足』を実感していますか？」
　結果は、実感していないが６割を超えました。近年の都道
府県の医師数ランキングで新潟県はワースト５に入っていま
すが、実際、病院に勤務されている方や入院・通院など病院
を訪れている方以外は実感していないというのが現状ではな
いでしょうか。今年４月には医師の労働時間に上限を設ける
「働き方改革」が導入されるため、将来的に十分な医療を提
供できなくなるおそれが出てくるとも言われています。
　さて、２月の連合新潟ＨＰアンケートのお題は「SNS」に
ついてです。皆さん、ホームページからぜひご投票ください！

～ 一日も早い復旧、復興に向けて ～
　１月１日16時10分ごろ石川県能登地方を震源とする「能登半島地
震」が発生し、能登地方を中心に死者200名以上、住宅被害も６万件
以上と甚大な被害が発生しました。新潟県内は新潟市西区を中心に人
的被害が49名、住宅被害が１万棟以上と、液状化による地盤の損傷も
あり、被害が拡大しました。一連の地震災害によって亡くなられた
方々に謹んで哀悼の誠を捧げるとともに、負傷された皆様、住まいを
失った皆様に心からお見舞いを申し上げます。
　この地震によって、水道、電気、ガス、交通機関などの生活インフ
ラに大きな影響が出ており、今もなお多数の住民が避難所での生活を
余儀なくされています。余震が続く中での復旧作業となり、多くの組
合員が昼夜を問わず従事されていること、そして生活再建にむけ多く
の自治体職員の皆様が奮闘されていることに敬意を表します。
　連合新潟は、今回の地震災害に際しカンパなどの活動を開始し、あ
わせて、連合は被災地の復旧・復興や被災者の生活・雇用における安
心にむけて、 政府・政党、経済団体への要請行動など、必要な取り組
みを展開しています。
　近年の度重なる甚大な自然災害に対し、連合新潟は都度、労働運動
の原点である「助け合い・支え合い」の精神を体現し、労働組合とし
て社会的な役割を果たしてきました。 今回も連合新潟に集うすべて
の構成組織・地域協議会が団結し、被災地の一日も早い復旧・復興に
むけて、最大限の取り組みを展開していきます。「必ずそばにいる存
在となれるように」ともに頑張っていきましょう。

メッセージ
　このたびの能登半島地震により、お亡くなりにな
られた方々に心より哀悼の意を表します。また、被
災された皆さま、そのご家族の方々にお見舞い申し
上げます。そして、昼夜を問わず、復旧・復興作業
にあたっている方々に改めて敬意を表します。

　今、全国で働く仲間たちがこの困難に立ち向かお
うと、ライフライン・インフラの復旧に全力であた
っています。加えて、連合として取り組んでいるカ
ンパの輪も確実に広がり、仲間のつながりを実感し
ています。

　また、自らも被災者でありながら、先頭に立って
ご尽力されている方々、自らできることを実践され
ている方々、そうしたすべての人たちの思いや行動
が、必ずや復旧・復興の道を切り開くと信じていま
す。

　連合は組合員の力を結集して社会的役割を果たし
てまいります。私たちは一人ではありません。この
苦難を、連帯し支え合い、みんなの力で乗り越えて
いきましょう。

� 2024年２月１日　
� 日本労働組合総連合会　
� 会長　芳野 友子

令和６年能登半島地震
被災組合員の支援（義援金・カンパ）にご協力ください

用　途　　被災組合員の人的被害・自宅被害に対する支援
振込先　　口　　座　新潟県労働金庫　新潟南支店
　　　　　口座番号　５７５４９７８
　　　　　名　　義　連合新潟災害救援カンパ
期　限　　２０２４年２月２８日
２月７日時点、連合新潟組合員の住宅被害（全壊、半壊、一部壊、
床下浸水）で519棟の報告が寄せられています。集まったカンパ金
は、被害にあわれた方のお見舞金、ボランティア費用、自治体へ
の寄付など、執行委員会で配分を決定します。

2024年１月号において記載記事に誤記がございました。
以下のとおり訂正いたしますとともに深くお詫び申し上
げます。
◇2024年度 主要活動予定
【誤】4月18日 第６回執行委員会
【正】4月23日 第６回執行委員会

「連合新潟機関紙  2024年１月号」
お詫びと訂正のお知らせ

　

２
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、

連
合
は
全
国
一
斉
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
、
連
合

新
潟
事
務
所
に
も
５
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

連
合
で
は
、
平
日
（
月
曜
か

ら
金
曜
）
に
行
っ
て
い
る
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
労
働
相
談
の
ほ

か
、
年
３
回
（
２
月
、
６
月
、

12
月
）
に
全
国
一
斉
で
労
働
相

談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
２
月
は
、
労
働

契
約
の
更
新
を
む
か
え
る
年
度

末
に
む
け
、
解
雇
・
雇
止
め
な

ど
雇
用
不
安
を
テ
ー
マ
に
、
事

　

１
月
26
日
、
今
年
で
95
回
目

と
な
る
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー

の
第
１
回
実
行
委
員
会
を
勤
労

福
祉
会
館
で
開
催
し
、
各
構
成

組
織
な
ど
か
ら
22
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
ま
ず
、

実
行
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

確
認
し
、
実
行
委
員
長
に
小
林

連
合
新
潟
会
長
が
就
任
。

　

続
い
て
、
県
中
央
メ
ー
デ
ー

第
１
回
政
策
委
員
会
を
開
催

2024年度
　

１
月
31
日
、
勤
労
福
祉
会
館

で
２
０
２
４
年
度
第
１
回
政
策

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
確
認
お
よ
び
毎
年
春

季
生
活
闘
争
時
期
に
実
施
し
て

い
る
、
新
潟
県
へ
の
「
２
０
２

４
年
度
春
季
生
活
闘
争
に
関
す

る
要
請
内
容
（
案
）」
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
要
請
内
容

に
つ
い
て
は
、「
経
済
対
策
」

「
労
働
環
境
対
策
」「
雇
用
対

策
」
の
各
項
目
を
提
案
し
、
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
要
請
書
に
つ
い

て
は
、
２
月
の
第
４
回
執
行
委

員
会
で
最
終
確
認
し
３
月
に
新

潟
県
へ
要
請
を
行
う
予
定
で
す
。

　

連
合
は
、
経
済
・
社
会
の
原

動
力
と
な
る
「
人
へ
の
投
資
」

が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

前
周
知
の
た
め
１
月
初
旬
か
ら

各
地
域
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

街
宣
車
で
県
内
各
地
を
ま
わ
り

ま
し
た
。
と
く
に
今
回
は
、
連

合
本
部
が
２
月
５
～
10
日
に
か

け
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
組
合
づ
く

り
相
談
」
も
行
う
周
知
も
兼
ね
、

街
頭
で
は
、
労
働
相
談
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
組
合
づ
く
り
相
談
の

両
面
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
知
り
合
い
に
、
仕

事
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
連
合
の
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
・
相
談
無

料
で
、
月
～
金
曜
の
午
前
10
時

か
ら
17
時
ま
で
電
話
や
メ
ー
ル

等
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
連
合
新
潟
や
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
雇
用
不
安
！

み
ん
な
の
力
で
職
場
を
改
善
し
ま
せ
ん
か

４
月
27
日（
土
）

万
代
島
多
目
的
広
場（
大
か
ま
）

�

で
の
開
催
が
決
定

２
月
の
連
合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
開
催
日
・
会
場
と
い
っ
た
今

委
員
会
の
主
要
議
題
に
入
り
、

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｗ
初

日
の
４
月
27
日
（
土
）、
会
場

は
昨
年
同
様
、
万
代
島
多
目
的

広
場
（
大
か
ま
）
を
事
務
局
よ

り
提
案
。
開
催
日
・
会
場
と
も

事
務
局
提
案
と
は
異
な
る
希
望

を
お
持
ち
の
構
成
組
織
・
中
立

組
合
か
ら
も
活
発
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
提
案
ど
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
モ
行
進
と
プ
ラ
カ

ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
は
実
施
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
他
企
画

内
容
や
全
県
統
一
テ
ー
マ
・
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
に
つ
い
て

は
次
回
委
員
会
で
協
議
し
、
決

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
持
続
可
能
な
県

中
央
・
各
地
区
メ
ー
デ
ー
の
開

催
を
め
ざ
し
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
各
構
成

組
織
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国際女性デー
第30回にいがた集会
日　時  ３月９日（土）10：50～
会　場  新潟市・勤労福祉会館
テーマ  「子育てと仕事の両立」（仮）
講　師  横澤富士子さん
　　　（横澤夏子さんのお母様）

にいがたユニオン
第30回

定 期 大 会
日時  ３月２日（土）15：45～
会場  新潟市・メディアシップ

第95回
県中央メーデー


